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⑤
第
三
中
学
校
略
史

・
明
治
調
年
５
月
鋤
日
文
部
省
告
示
第

哩
号
《
高
座
郡
海
老
名
村
に
神
奈
川
県
第
三
中

学
校
を
設
置
し
、
明
治
弱
年
４
月
よ
り
開
校
認

可・
明
治
鈍
年
１
月
型
日
愛
甲
郡
長
原
田
千

之
介
、
郡
書
記
ら
と
協
議
。
愛
甲
郡
に
移
転
を
求

め
る
こ
と
と
し
、
場
所
を
南
毛
利
村
大
字
戸
室
大

六
天
を
そ
の
地
と
す
る
。
用
地
買
収
の
た
め
寄
付

金
を
郡
内
資
産
家
に
依
頼

・
明
治
鍵
年
１
月
弱
日
買
収
仮
契
約

・
明
治
弘
年
２
月
Ⅳ
日
周
布
知
事
予
定
地

視
察
、
井
戸
水
が
出
る
か
試
掘
せ
よ
と
あ
り
、
結

果
噴
出
せ
り

１
厚
木
高
等
学
校
（
神
奈
川
県
第
三
中
学
）

①
希
望
ヶ
丘
高
校
明
治
卯
年
６
月
路
日
神

奈
川
尋
常
中
学
校
明
治
調
年
神
奈
川
県
第
一

・
中
学
校
（
第
二
中
学
校
が
で
き
た
こ
と
に
よ
る
）

②
小
田
原
高
校
明
治
弘
年
４
月
調
日
神
奈

川
県
第
二
中
学
校

③
厚
木
高
校
明
治
弱
年
４
月
過
日
神
奈
川

県
第
三
中
学
校

④
横
須
賀
高
校
明
治
虹
年
６
月
即
日
神
奈

川
県
第
四
中
学
校

O
凸

丑

径
釦
、
、
高
さ
５
ｍ
墳
時
代
前
期
竪
穴
住
居
ｎ
基
、
円
墳
（
周
溝
）
２
基

３
戸
室
子
の
神
遺
跡
昭
和
⑲
年
～
砲
年
。
７
糟
屋
道
・
大
山
道
道
標
安
永
７
年
側

竪
穴
住
居
《
弥
生
中
期
７
軒
、
弥
生
後
期
兜
軒
、
古
「
安
永
七
戊
戌
年
地
蔵
菩
薩
北
お
き
の
み
ち

鬘
別
期
α
軒
、
古
墳
中
期
巧
軒
、
古
墳
後
期
４
軒
、
八
月
吉
日
」
「
西
大
山
道
願
主
林
村
是
性
恵
心

奈
良
平
安
４
軒
上
座
「
「
東
か
す
や
み
ち
」

・
明
治
弘
年
２
月
妬
日
県
よ
り
高
座
郡
へ

海
老
名
村
の
第
三
中
学
校
の
位
置
に
関
す
る
準
備

中
止
を
連
絡

．
明
治
弘
年
３
月
廻
日
文
部
省
告
示
第

蝿
号
》
神
奈
川
県
第
三
中
学
校
を
高
座
郡
海
老

名
村
か
ら
愛
甲
郡
南
毛
利
村
に
変
更
す
る
（
神
奈

川
県
告
示
第
斑
号
は
型
日
付
け
）

。
昭
和
羽
年
４
月
１
日
神
奈
川
県
立
厚
木

高
等
学
校
と
改
称
（
『
戸
陵
百
年
の
歩
み
」
）

２
天
神
山
古
墳
平
成
２
年
。
内
径
“
ｍ
、
外

ーー■ー申一一一

垂一

閏

邑凸ー一＝一一

家形土器総高39cm（子の神遺
跡出土、厚木市指定文化財）

神
体
に
円
鏡
を
置
く
、
鏡
の
背
面
に
寛
永
９
刷
年
、

願
主
、
大
工
（
鋳
物
師
）
等
の
名
を
彫
る
（
『
風
土
記
』
）
。

「
庚
申
供
養
相
州
愛
甲
郡
毛
利
荘
林
之
郷
願
主

佐
次
右
衛
門
助
右
衛
門
仁
右
衛
門
角
兵
衛

大
工
荻
野
木
村
吉
次
子
時
寛
永
九
壬
申
天
正
月

吉
日
」
仏
像
に
二
猿
を
配
す
（
『
厚
木
鋳
工
誌
』
）
。

８
庚
申
社

５
林
大
坂
上
遺
跡
昭
和
調
年
。
厚
木
高
校
歴

史
研
究
部
。
縄
文
土
器
、
人
面
把
手
、
石
製
品

６
林
天
神
遣
跡
昭
和
砲
年
。
弥
生
後
期
～
古

４
ザ
ト
ウ
コ
ロ
ガ
シ
（
コ
ロ
バ
シ
）
大
坂
上

の
上
の
坂
（
『
厚
木
の
地
名
考
』
）
盲
目
の
旅
人
が
追
い

は
ぎ
に
襲
わ
れ
突
き
落
と
さ
れ
た
と
か
育
ち
の
悪
い

赤
子
を
捨
て
た
と
か
伝
え
ら
れ
る
（
『
あ
つ
ぎ
子
ど
も

風
土
記
』
）

ー
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○
成
瀬
氏
方
掛
仏
厚
木
市
林
銘
文
（
五
如
来
像
、

成
瀬
氏
先
祖
夫
婦
の
姿
陽
鋳
）
「
寛
文
六
伽
年

十
月
八
日
大
工
荻
野
住
木
村
喜
三
郎
」
（
『
厚
木
鋳

○
成
瀬
方
掛
仏
厚
木
市
林
銘
文
「
寛
文
八
年
四
月

八
日
大
工
木
村
権
右
衛
門
」
（
西
国
、
坂
東
、
秩
父
計

百
観
音
像
陽
鋳
）
（
『
厚
木
鋳
工
誌
』
）

９
庚
申
塔
道
標
享
和
２
年
（
房
皀
）
「
庚
申
塔
」

「
南
か
す
や
道
北
お
き
の
道
」
「
東
あ
つ
き
道

享
和
二
壬
戌
」

工
誌
』
）
。

一

円鏡寛永9年（1632） 〆

ま
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

吉
田
朝
右
衛
門
が
指
導
し
た
。
昭
和
詔
年
神
奈
川
県

無
形
文
化
財
指
定
、
昭
和
弱
年
国
指
定
重
要
無
形
民

廻
双
体
道
祖
神
天
明
期
（
ご
蟹
～
ご
＄
）
美

明
□
□
」
「
林
上
村
惣
氏
子
」

Ⅲ
人
形
芝
居
林
座
岨
世
紀
末
こ
ろ
に
は
始

Ⅱ
双
体
道
祖
神
寛
政
加
年
剛
「
寛
政
十
午

口
二
月
日
」
「
林
村
下
組
氏
子
」

８
０

，
道
祖
神
文
政
期
（
別
～
脇
）
「
文
政
［
］

１
１

道
祖
神
」
「
当
所
成
瀬
伝
蔵
」

り
、
民
右
衛
門
地
蔵
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
『
厚

木
の
伝
承
と
地
名
』
）
。

の
場
所
か
ら
移
り
た
い
の
だ
ろ
う
と
思
い
、
地
蔵
を
背

負
い
坂
下
に
来
る
と
急
に
重
く
な
り
、
そ
こ
に
安
置
し

た
。
以
来
、

如
民
右
衛
門
地
蔵
元
禄
巧
年
（
ご
ｇ
）
林

村
の
百
姓
民
右
衛
門
は
毎
日
大
坂
上
の
原
へ
畑
仕
事

に
で
か
け
、
途
中
の
地
蔵
さ
ん
に
お
参
り
を
欠
か
さ
な

か
っ
た
。
あ
る
日
、
帰
り
に
後
ろ
か
ら
「
民
右
衛
門
、

民
右
衛
門
」
と
呼
ぶ
声
を
聞
き
、
地
蔵
が
さ
み
し
い
そ

多
く
の
ひ
と
が
お
参
り
を
す
る
よ
う
に
な

⑦ ⑥⑤④ 天
正
三
年
剛
３
月
ｎ
日
の
棟
札
写
し
に
は
、
再

造
三
所
大
明
神
社
と
あ
る
。
そ
の
時
の
旧
本
殿
の
柱
に

墨
書
が
あ
っ
た
と
い
う
写
し
に
は
、
「
檀
那
相
州
住
森

庄
林
之
郷
、
井
上
姓
の
末
喬
長
野
市
丞
在
原
業
秀
」
と

記
し
て
い
る
。

村
の
鎮
守
。
社
地
を
東
林
山
と
号
す
。

松
杉
繁
茂
し
老
楠
一
株
を
神
木
と
支
廻
一
丈
八
尺

※
一
丈
は
、
尺
“
、

３

延
享
中
（
”
～
”
）
の
書
き
物
に
、
景
行
天
皇
鋸

年
秋
７
月
武
内
宿
禰
が
北
陸
東
方
諸
国
の
地
形
を
定

め
る
時
、
相
模
国
は
東
の
堺
の
た
め
東
夷
守
護
の
た
め
、

相
東
林
山
に
こ
の
神
を
祀
り
代
々
愛
甲
神
社
と
い
っ

た
と
あ
る
。

②
末
社
《
稲
荷
・
萢
瘡
神

③
風
土
記
記
載

①

俗
文
化
財
指
定
。

賂
林
神
社
旧
名
》
鹿
島
三
島
住
吉
合
社

住
吉
大
神
》
伊
弊
諾
の
藻
に
よ
り
生
ま
れ
た
、
上

筒
男
・
中
筒
男
・
底
筒
男
の
三
神
を
合
わ
せ
総
称

林
公
民
館
文
書
｝
明
治
６
年
７
月
知
日
、
「
右

鹿
島
神
宮
《
祭
神
は
武
甕
槌
神

三
島
大
神
《
大
山
津
見
神

祭
神
亜
武
甕
槌
命
・
大
山
祇
命
・
中
筒
男
命

国
地
誌
残
稿
』
）

（『倉聿
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